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博士論文題目

論文内容の要旨

JapanesePredicateArgumentStructureAnalysisBasedonPosi一ノ
七ionalRelationsbetweenPredlcatesandArguments

（述語と項の位置関係に基づ く日本語述語項構造解析戊

氏名 林部 祐太

（論文内容の要 旨）’ ・ い

述語項構造解析の目的は，動詞や形容詞などの述語 とそれ らの項 を文の意味的な

構成単位 として，文章中の各文か ら 「誰が何 をどうした」 とい う意味的な関係を抽

出することである．これは，機械翻訳や 自動要約な どの 自然言語処理の応用 におい

て重要なタス クの1つ である．

日本語では文脈か ら推測が可能であるとき，項は しば しば省略 される．そのため，

述語が存在す る文 には項の対象 となる語が明示的に存在 しない場合があ り，文章全

体を対象に項を探索す る必要がある．一般に，項 は述語に近い ところにあるとい う

特性がある． したがって，従来の述語項構造解析の研究の多 くは，候補を述語 との

位置関係 でグループ分け し，1あらか じめ求めておいたグルー プ間の優先1頂序に従 っ

て正解項 を探索 して きた． しか しなが ら，その方法 には異な るグループに属す る候

補同士の比較 がで きない という問題がある．

そ こで本論文で は，異なるグループごとに最尤候補 を選 出 し，それ らの中か ら最

終的な出力 を決 めるモデルを提案する．このモデル は優先度の高いグループに属す

る候補以外 も参照することによって最終的な決定 を行 うことがで き，全体的な最適

化が可能である．実験では，提案手法は優先順序 に従 う解 析 よ りも精度が向上す る

ことを確認 した．また，従来法や本提案法でも正 しく解析す ることが難 しい事例 に

ついてエ ラー解析 を詳細 に行 う．そ して，述語項構造解析 の精度 を向上 させ るため

に必要な今後の課題 について，、述語の種類 に応 じて分析 し議論する．
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（論文審査結果の要 旨）

平成26年1月27日 に開催 した公聴会の結果を参考に平成26年2月21日 に本博士

論文の審査 を行 った．以下の とお り，本博士論文は，提案者が独立 した研究者 とし

て，研究活動を続 けてい くための十分な素養を備 えていることを示す もの と認める．

林部 祐太は，本博士論文において，日本語文章に対する述語項構造解析を行 う新

たな手法を提案 し，次のような観点か ら解析 システムの性能評価およびエラー解析

を行 っている．

1．述語に対す る項は，支章中では様 々な現れ方 をする．具体的には，項 と述語が

統語的な係 り受け関係にある場合，直接の係 り受け関係にはないが，同一文中

にある場合，同一文中にはな く，文章中の別の文で言及されてい る場合，およ

び，文章中に一度も言及 されていない場合である．従来法では，これ ら項の出

現のパ ター ンによって探索方法を個別 に考えることは行われていたが，これ ら

のグループの間には事前 に優先度や解析順序 を決めてお くことが多かった．本

研究では，これ らの出現の違いによる項の候補 を別 々の手法で探索 し，それ ら

驚 ㌍ て直接比較することにより・最適な項の⇒ 得る手法を提案し
c

2．提案手法 と従来法 との比較実験 を行い，提案手法が優先順序の固定 された手法

に比べて高い精度が達成可能であることを示 している．

3．提案手法のエ・ラーL解析 を詳細 に行い，エ ラーの原因に関 して詳細な考察 を行 っ

た． また，それを踏 まえ，述語の種類毎に今後の課題 について論 じている．

日本語の述語項構造解析 に関す る新 たな解析手法を提案 した本研究は，独創性 が

あ り，かつ，従来法 を上回る精度 を達成 してお り有用でもあることか ら， 自然言語

処理 の分野 において高い貢献があると評価す る．

よって，本論文 は，博 士 （工学）の学位論文 として価値 あるもの と認める．


